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分析化學　史

注三産伎f揖史研究室

　何事でもそうであるが，或る・一つの學問，技術の進歩

獲展の跡をたど’る曝そ」しが他の學諄瑞工業その他1）交

化と極めて深い柏互關係の中にあつて，他から促進され

また他をうながしつつ進んで來ていることを知るのであ

る．．今化學分析の歴．史を見る時にも，とくに化學史との

關係において，Jcの進歩r役割に興味深いものがある。

それで化撃史を背景としてその流れにそつて分析術の歴

史を見て行くのが適切と考えるO

　化學の装端が古代Zジ7卜交化の中に見碍されるとV・

うことはいう迄もないと二ろであるdi：tその後いわゆる

錬奮衛時代に入り，化學の「1的｝1二いちじるしく利欲的な

ものに結びつき・刷1秘化きtLて，川．ての古代の［／l　r．lpk學

問としての芽生えを失ワてしまつた。それは軍に化學が

そのH標を誤つたとい．うだけでなく，その物質襯∂．T：vc

ζ深（喰入つていたので一金局は卑しいものカ・ら貴い

ものに攣化し得るとの考え，例えば錫，蒼鉛についても

それが久しく鉛の一一種と考えられ，その内蒼鉛がもつh

も銀に饗りつつあ馴噛であるL、思われていた等．．物理

學その他が近代科學としての新しいスタートを切つてか

らも，化學は容易に錬金術の夢から完全に離脱できなか

ったのであるoこの時代にあつて近代的化學の先騙者と

いうべきはボイルの法貝riで有名なRobert　Boyle〔工627～

1691）で彼ははじめて元素に鋼’してはつきりした定義を

與え，元素は如何なる方法をもつてしても最早分解する

ことのできない物質の成分であるとした。この彼の考え

は錬金術的物質観に終止符をうつものであリ，同時にこ

こに分析とビう竜のの意義が新しく浮田てきたのであ

るeもちろん分折の意義は　Boyel達にょって認識され

たのであるが，また同時に分析が彼らの見解を實離し，

化學の健全な獲展に不可昧の原動力であワたことにいう

迄もない。

　さてその賞時の分析術はどんrtものであつたろうか。

分析なる語を作つて今ロのような窟味を與えたの［L3

Boyleだといわれているが，もちろんそれ以前Fl：分析術

がなかつたわけはない。有名なArchimedesがアルキメ

デスの康理を獲見するについては，彼がユ…檬から金の冠

が・純金でできているか否か，冠を損ずることなく確め

よとの難問を解くため・rL考畑したこととしていい猷
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られてい恥このように物即職男　法としての分千斤術が

實加的方」耐こおいて・すなわち鑛山冶金關係にまず行わ

tLtt「』めていたことは理解eきる。それには長い錬金術

時代に堆磧された化學知議がとにかdl役立つたというこ

とはいう迄もない。とくに化學的操作については，蒸溜

昇華蝦垢灘等を知つてt・・e，ガラ婦羅具も若干i．t

あり，バーナではなくP一ソクの火であったが，かなり

細かい實駅耐つていた。しr…　t．方法はすべて今口に比

較しては江遠であり，不確實であつたことは致し方がな

い・この時代の定性分析はkeして乾式法で，木炭でre

元して金畷にするやり方であつた。しかしまたリトマλ

試瞼紙や・硝酸蜘こよるcLの検出，タンーン働．Zk，E、

鐵イ」、．ンの検出，硫化水素による鈴その他の検禺，ある

いは贋灰による　SOダ”の検出とい’）ようなことカ：次々

と獲見さiL行われつつあった。乾式分析法はCronstedt

（1722．～1．765）　にょって可成組織的な叱の1こ迄完峨され

た・彼は設良された吹管ヒ川いて試料のrJ・片を木炭片に

つけ・更に融剤を用いて，すなわちノ川の謝砂球反慮，

燐魎反慮を行）・，鍋銀，銅，Slk，・・ぐ・レト，マンカ・ン．

等を識別した。また臭tcの他を親察することによつて，

硫黄，砒．素，アンチモン等の槍出も・ftつた，，しかし分析

術の断かbいつて劃期的な焚見はBergman　（1735～17

84）の裾式分析法である。乾式分折法で：tiiifといつても

少影：’不純物の榔1は田萸liであり，その3ttvaは灘式源こ

遠くおよばない。まず試料の溶解には酸（瞳酸，硫酸，

硝酸）が梢いられたが，酸に不溶性な物質，とくに珪酸

騒類にはアルヵリ熔融によつて破竣溶解する方法幌在

の珪酸麟縞の分析法と同じ）が彼によつてはじめられ

た“彼は之らの淋液から石茨は炭酸ガスによリ，硫酸根

は盤化・剖ウムを使い・あるいiまアルカリ性にして弱騨

基を水酸化物にして落す等，沈澱法によりほとんど今H

の定性分．訴に近い方法を作り上げた，，

　一・JJ．カ’x分ifrはPriest］ey（1733～180・；）およびCaven．

di・hσ73：L～】．810）r－・／o・〔基礎ずけらt・XoP・iestl。y

は水銀を用いたガ入捕集器を使’ンて酸化窒素t騨化水素

亜硫酸ガXrアンモaア，酸素，其の他のガスを餐見し
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　tt　　　　l　　・1｝tンの吹群分桁器峯㌔
　　　　　　　　　　1．磯笹　　2・勲愚　　，3：嬢幣

　・　　　　　　　　　　　・ト槌価　　・無儲　　争’鴨tt・xs

　　　　　　　　　第　3　圓

た。Cav㎝d三shは笙氣の組成を決定し，聖氣から得た窒

棄が化學的に得た窒素よりも重いことに氣ずいた。＊）彼

は炭酸力「スを苛性アルカリに，酸素を硫肝（硫黄と炭酸

ソーダを熔融したもの）に吸牧させ，叉水索を現在のよ

うに酸素と混合爆議させて水にすることも知つていたo

　さてこ乙に化學の進歩の途上乗切ら訟ばならない一つ

の問題があつたoそわに燃境に關するフロジストン醗で

これが賞時の化學界を支配していたoこれは一つの假説

に過ぎなかつたにもかかわらず深く人々の考えをとらえ

ていて容易にこれから脆することができなかつた。．これ

を打破つて燃嶢は酸素との反慮であることを謹明し，正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しい物質槻に人々を引戻したのはLaveisier（1743～

1794）であるζとは周知の通りであるo彼が他の人々と

異つた鮎は定量的に研究したという鮎である。彼は最初

鍋について行い，さらに水銀その他についても行つたが

密闇容器中で燃焼する時には璽量の攣化はなく，終つて

容器を開放する時錫自膿の愛化にガる重最」曾加に等しい

ges一の婆化を測定して，これが豊氣中の酸素との結合に

もとつく憂化であることを明かにした。この化學の定量’

化は化學史上特筆さるべ蓉事件であるo

　いわゆる定量分析はLavoisierにはじまるといわれて

いるが，それ以前にもすでに行われはじめていた。例え

ば硝酸銀を用い撫素イオンを豊化銀の沈澱を作つて秤量

する等。ただLこの頃の分析値は可威正確な値から蓮つ

ているものも少くなかつた。その後Klaproth（1743tV

1817）等によつて大いに技術的に改良：tvk。しかし

Lavoisierの化學の定髭的研究の挺唱は定量分析法の確　　．
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　　　第　4　圖　ペルツェリウスの用いた天秤

立をうながし，水とか炭酸ガス，アンモ昌ア，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多

くの化合物の組成が明かにされるとともに，引績いて

Proust（1754N，　1826）の定比例の定律Dalten（1766～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f1844）の原子設，倍敷比例の定律，Berzeliusの原子鼠

測定，GayごLussac（1778【覗850）の氣髄反慮の定律as　・D

原子，化學反磨の基礎概念，基礎法則の襲見を見たので

ある。定量分析の基礎はGay．　Cussac　rLよるとaろ躯多

いoヌ1有機化合物の元棄分析は主としてLiebig（1803rv

1873）にょつて確立さ才』たo

　さて以上はいわゆるイヒ學分析であるが，これに封して’

物理分析というべき物質の物理的性質による分析法が登

達し，化學分析の果し得なかつた新しい面にその威力を

獲揮したoその一つは分光分析である0　1814年に

Fraunhofer（1824～1887）カ：太陽光線中の暗線を認めた

ことにはじまり，B皿sen（1811～1899）Kirdhho正fにょ

りその窟義が明確にされ，焔の輝線スペクトルによyリ

チウムとストロンチウムを匿別したのをはじめ，多くの

光素の襲見に大きな役割を果したのである。定量的測定

は困難であるにしても，極めて微塁をその盤検田できる

鮎において化學の獲展に暫しい力を與えたものである。

　最後に分析は最近の化學工業において極めて重翼な役

割を占めるに至つた。それは一つにこれ・ら腕理分析法の

獲展によるもので，從來の化墨分析の複雌の操作をはぶ

きメ？ターの讃によつて精果を知ることが可能でありさ

らには反雁i操作を自動的に調節するといつた方向に向つ

て爽展性をもつているからであるo事貴化學工業の螢展

の上にこれはなかなか大きな問題であり，定性定量公析

の確立が化學の飛躍的進歩をうながしたように雲た分析

技術の登展はこの面において化學工業の大きな推進力と

なることが豫想されるのである。　（今岡　聴）
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